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染色により GCB type(7例)と non-GCB type(35例)に分類している。先行研究に基づき、PCNSLにお















から、血清中の cell-free DNAにおいてMYD88 L265Pの検出が可能であれば、診断上の有用性が期待






でMYD88 L265P変異が検出されている。診断時血清中の cell-free DNAの ddPCRによる解析では、
8例(57.1%)でMYD88 L265Pが検出されているが、アンプリコンシークエンスでは検出されていない。







































平成 31年 1月 21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
